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The Building of funeral is abhorred and separate from ordinary. Similary, death is also treated hidden matter. 
However,mourning for the decreased and the death existed with ordinary. There are vestige with differnt 
time axis in Todoroki Setagaya. they are symbol of region. So I propose the funeral place what coexist the 
symbol of region scenery, and provide the architecture that have topos of funeral as ordinary place. 
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　情報化が加速する現代、死も同様に実体のない情報
として扱われ、日常から切り離されてしまっている。
同様に、火葬場や葬儀場等の弔いの場も NIMBY として
忌み嫌われ、隠されてしまっている。本来、弔いの場
や死は日常のうちに存在していた。現状、インフラと
して一極集中しているそれらを、もう一度日常が共存
する地域住民の精神的な中心として構想し、地域施設
としての弔いの場のあり方を構想する。
※ NIMBY(Not In My Back Yard= 私の裏庭に来ないでの意訳 )
　研究では“弔う”と“弔いの場”に焦点をあてて研
究したうえで、現代の形式化された弔う行為と、効率
的に集約化された弔いの場に対する考察、またそれら
の本質的なあり方についてをテーマとして示す。
　人が死ぬことで発生する儀礼は、3 人称的視点では、
故人をある範囲内のコミュニティーの一員として送り
出す行為とそのコミュニティーからの脱会の両者の意
味を持つ。そして、2 人称的視点では、その儀礼に参
加する人が「誰かの生と誰かの死の断絶を認識するこ
と」であり、弔うとは送り出すことで生の存在を認識
することである。弔いの場も同様にしてその認識のた
めの場、そして参列者を瞬間的に発生した葬儀という
非日常から、日常の生活に戻す手助けをする場であ
る。また、火葬場などの建築に限らず都市における弔
いの場を見てみると、インドのヴァラナシはガンジス
川の岸辺のガートには毎日多くの死体が持ち込まれ、
　そのような圧倒的象徴を持たない東京においても、
地域の人の心象風景となっている小さな象徴は存在し
ている。その小さな象徴に寄り沿った弔いの場を構想
する。対象敷地として世田谷区等々力を選定し、その
土地のコンテクストを調査した上で、設計への構想・
方針を示す。
　居住人口が 23 区で 1 位の世田谷区内には、その状
況に反して葬斎場はなく、他区の施設に依存してい
る。また 23 区内には現在、葬斎場が 10 ある。それら
の場所は江戸時代に人目につかないように計画された
場所を現在も継承している。忌み嫌われ集約された葬
斎場は効率が重要となり人を焼くための施設であり、
弔いの場ではない。地方自治体内で一つの葬斎場では
なく小規模な公民館単位での地域施設としての弔いの
施設を提案する。
またここで死を待つ者も多い。そして火葬が終わった
後、違灰はガンジスに流される。日本でも青森の弘前
地方では岩木のもとに生まれ岩木に還るという言葉が
あるように、岩木山は霊山として地域の圧倒的象徴で
ある。これらのように、弔いの場は圧倒的象徴ととも
に自然発生的に存在してきた歴史を持つ。本質的な弔
いの場そのような象徴に寄り添い、自然の時間軸と人
間の時間軸が交わる所、つまり歴史が積層する場所に
存在すると仮定し設計提案を行う。
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〈23 区内の葬斎場の現状〉
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　等々力は国分寺崖線の縁に位置し、地名の由来と
なった等々力渓谷はその崖線を切り欠くようにして形
成されている。また、上野毛の台地に位置し集落の中
心であった場所で、古墳や横穴などの遺構も多く現存
している、古来から弔いの聖地である。何万年という
時間をかけ大地を削った履歴である等々力渓谷、古代
の長の墓であり人類の何千年という営みの履歴である
古墳と横穴、そして近代原理のもと計画された人々の
生活の履歴である公務員宿舎、等々力はそれらのスパ
ンの異なる様々な時間軸が交差する歴史の堆積する場
所である。また、古墳や公務員宿舎のようにアイコン
としての象徴と渓谷のように虚の象徴が共存している
ため、心象風景となりうる要素が多い。
きる状況である。そこで、躯体を半分に切断し建物内
部の痕跡を視認できるようにすることで、この地域の
生活の履歴を顕在化させる。しかし、日常的な景観で
あったその履歴を残すため、ヴォリュームは継承し、
切り取られた場所には新たに人々が集まるプログラム
を挿入する ( 郷土資料館、地域センター )。
②履歴に寄り添うフレーム
　既存宿舎に寄り添うように各プログラムを配置す
る。RC 造の既存宿舎に対し木質のフレームをかけて
場所を形成し、それぞれの機能ごとに採用された架構
形式が空間の質に変化を与え、弔いと日常を演出す
る。
③軸線と象徴
　渓谷からの回廊を通し、また横穴へのヴィスタ、古
墳を意識した屋根勾配をつけることでそれぞれの象徴
と建築の経験が結ばれ、古墳と横穴を結ぶ精神的な軸
線が顕在化される。
　等々力に現存する遺構（＝履歴）を横断する古墳と
横穴を結ぶ帯状に計画範囲を設定し、その軸線場に弔
いの場と日常施設を表裏一体に計画し、主語が異なる
様々な等々力の記憶を建築によって紡いでいく。
　本研究を進めるにあたり、下吹越武人教授には多く
の時間を割いて　指導して頂いたことに感謝申し上げ
ます。また、副査として指導して頂いた陣内秀信教授、
赤松佳珠子准教授ならびに、修士設計のエスキスを担
当して頂いた坂本一成先生にも大変貴重な時間を割い
て頂けたことで、本設計を成し遂げる事が出来たと感
じています。本当に有り難うございました。
　設計では基本的な場所の概念を示し、建築の構成や
形態操作をダイアグラムや図面を用いて設計の詳細を
示す。
弔い軸 : 葬儀場、火葬場
日常軸 : 等々力郷土資料館、地域図書館、地域センター
①記憶の継承と顕在化
　計画範囲内にある公務員宿舎は何十年という時間軸
の中で、この地域の骨格であった。団地は本来生活の
集合体であるが、現状は住居外部の空地のみが視認で
　地域の象徴と寄り添い日常が共存する弔いの場を、
地域の一般的な風景として還元することで、忌嫌施設
ではなく、地域の当たり前の場所として意識される弔
いの場が形成され、日常と弔う行為や死が共存してい
る意識が浸透していく。
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